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【成果を出す組織を作るマネジメント】シリーズ 

このレポートは経営者および経営幹部の皆様のために作成されています！ 

“うつ病”等の患者数 112 万人時代の 

会社の“うつ病”対処法基礎視点 
◇◆◇ まず会社に“できる範囲”を明確化しよう！ ◇◆◇ 

 
 ◆本レポートの内容◆ 
 

【１】“うつ病”患者の多さに驚いたある企業経営者   …… １㌻ 

【２】男性は特に４０歳代に多くなる“うつ”の発症  …… ２㌻ 

【３】見落とされがちな“仕事”と“うつ”の関係性  …… ３㌻ 

【４】会社で“できる範囲”の従業員サポートを検討  …… ４㌻ 

【５】まずは“正確な情報”を得ることが何より重要  …… ５㌻ 

私どもでは、人材や組

織管理に関わる業務を

通じて、広く皆様方の

マネジメントをご支援

いたしております。 
そうした活動から得た

様々な考え方等を、当

事者の皆様にご了解を

頂いた上で、事例とし

てご提供しています。 

 昨今、様々な企業で“従業員のうつ病”が問題になって来ています。

その要因には確かに、効率を求められる職場の“ストレス”もあり得る

でしょう。しかし、個人的な日常生活の中にも“うつの誘因”は、決し

て少ないとは言えないのです。 

 そんな中で、会社は“どこまで”そして“どのように”、この“うつ

病”問題と向き合えば良いのでしょうか。そんな“現実的検討”の入り

口となる“考え方”を、ご紹介いたします。 
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